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書は…

親になる前に子育てを学る1機会があつた

大勢の年の通う子どもと接したり 幼 い子の
世話をしたりしたl.較をもてた

ヽ

子育てを支える仕組みや環境があつた

地域の人々との

うなかり

祖父母など

家F‐の協力

1現在は…

母親の悩み

国では
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全国国公立幼稚固長会
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国公幼では



基盤は幼稚国数百の充実から

家庭と地域社会と幼稚国が連掻 協 力して 全 体として豊かになつてしヽ

くということが大切でしょう。そのためには 幼 稚田教育の基本を大切
にし 幼 児一人一人が確か和載長ができるようにしていく幼雅因での教

育を進めていくこと力重要です。

■酎画的に進める数百

幼終国の教育は 教 育目捨の実現を目

指し構成された教育課程にしたがって

進めうなる意図的 計 画的な教言です

■受|けできる層塩所づく'

幼児にとつて居心地のよい環境を工夫

することが大切です

■多様輛な験ができる頂観めI夫

効児の豊かな体験は 国 の聾rJな醇撹

があつてこそ実現できるものです

日熱ら出番の工夫

保題者の様々忠也番をI夫 し 親 伺=

の関係が幼党の人とのかかわりを広1す

たり深めたりするきつかけになるよう

にしたいものです

■多様を人と出会える臨塩の工夫

幼稚田は 幼 児と保護者 保 護者向士

だけでなく 様 々な人が出会しヽ 交流

する場です

◎例配

子育て支援t

o子育て支援□

如稲園の特!

◎「子どもの符
子育て支1

αnd園 教i
【W'1ヽ理二tti雪

子百て支援α

幼稚園は人と人との出会いの場です。

悩みや不安に応じて 必 要な情報 ラ

ことができます。

■一人一人の状況をきめ細かに

0毎 日の子どもの様子を伝えよう

0-大 ―力つ保種書のは,を受け止めて

OfP護 者の悩みや不安を標如しよう

0圏 便り地域向|すの編示板 ホーム
ベージ等

口期待がもてる伯親窮信の工夫を

●園行事の事加や子育てトークヘの

動 日のお知らせなど行なつてみた

いと思えるようなI夫

●地域の行頭の様子や彗加の方法など

●地廟の図書館 虎 窪撻の活用法

■保襲者同士で情報劉=を

情報と 幼 稚囲からの一方通行では

なく 保 護者同士も必要な情報を発

信するなど い ろいろとI 夫 するこ

とができます

お父さんも子育ての主体書に

子育ては 母 親に大きな負担と
tJつています。これまでの 「助言者Jと

しての父親の子育て参加を一歩進めて  「主体割 として と もに子育
てを進めていくことが求められてしヽます。

■子百ての楳 しさを知ろう

父親ならてはの遊びやかかわりさ子ども

にとぅても員霞なFtaとなるでしょう

0体 を目いさ0僚 うた遊び

すもう ホ ールけり

キャッチポール 木 畳り等

●技術を雲する遊び

紙飛行機 め んこ こ ま回し

凧あU時

口「子百てにもっと父観調 ]J社会晦
父親が主体者として子育てを進めてい

くためには動務している企業尊 社 会
の理解や支援rJ必要です

■地域で子どもを育てる広がうへ

箇での出会いをきつ,け に 父 親同士

のつながりを地域に伝|テ 地 題の子葛
て環境つく0へ と発展させまし六う

ロー指に子育てを案しもう

子どもの成長を母親と父親と一緒に想
び台いたいものです

■PTAに も出番をつくら3
お父さんパワーが発揮できる機会をつ

く0ま しょう。
●夕涼み会 お 泊まり会●末I遊 び

0'4ナ ミックな砂遊び等

'こ そ国公立幼稚日の数自力を生かして !場素鹿


